
茨城県、宮崎県、広島県の養鶏場で

高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜確認

（今シーズン国内５６～５８例目）
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【５６例目（茨城県３例目）】

所在地 茨城県城里町
飼養状況 約９３万羽（採卵鶏）
経緯 １月 ８日 死亡数増加通報より立入、簡易検査陽性

９日 遺伝子検査の結果、HPAIの疑似患畜を確認

【５７例目（宮崎県３例目）】

所在地 宮崎県川南町
飼養状況 約１０万羽（採卵鶏）
経緯 １月 ９日 死亡数増加通報より立入

簡易検査陽性
１０日 遺伝子検査の結果、

HPAIの疑似患畜を確定

【５８例目（広島県５例目）】

所在地 広島県三次市
飼養状況 約８３．５万羽（採卵鶏）
経緯 １月 ９日 死亡数増加通報より立入

簡易検査陽性
１０日 遺伝子検査の結果、

HPAIの疑似患畜を確認

今シーズンの
殺処分数
約998万羽
（過去最多）

全国的に環境中のウイルス濃度が
非常に高まっています！

鳥インフルエンザの発生を予防するためには、
消毒をはじめ、農場内にウイルスを持ち込まないよう、

飼養衛生管理の徹底をお願いします。
第3回一斉消毒期間：1/17～1/31

過去２１日間の平均死亡率の２倍を超える死亡を認める等の
異状があれば、直ちに家畜保健衛生所に連絡を！

岐阜県中央家畜保健衛生所
電話 ０５８－２０１－０５３０

時間外・夜間・休日 ０９０－７０２４－５２６９

R5.1.9農水省HPより


